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センター長 近 孝 夫

西地区の皆様お元気ですか。先月の西地区交流センター中心で実施した防災訓練に

ご協力頂き、心から感謝しております。

近年、気候変動による災害が地球規模で発生しており、日本各地で水害や土砂災害

が発生しております。

県内を襲った７月の記録的な大雨による被害が確認されてから今月15日で2カ月に

なります。特に線状降水帯が発生した秋田市や五城目町では農林業やインフラ等にも

大きな爪痕が残っております。

今や「災害は忘れたころにやってくる」や「備えあれば憂いなし」は、残念ながら

死語になりつつあります。しかし大事なことは、平時から常に地域住民と連携しなが

ら「防災訓練」の重要性を改めて認識すべきかと思います。

～ 偉人の言葉に学ぼう ～
◆心に響く「論語」より

「 子曰く、約を以てこれを失う者は、鮮なし 」

《 意味 》慎ましくしていて、そのことによって人生を失敗する人は少ない。

※何事においても慎ましさというのが実は大事で、できすぎたことや過剰なことを控えれば、

失敗したり「人」として失うことは少ない。

● 猛暑・大雨はなぜ・・・・・？
今年は６月から今月にかけて日本列島に相次いで記録的な猛暑や大雨。

気象庁の検討会では、「地球温暖化に伴う気温の上昇」や「水蒸気の増加」が影響

した可能性があると指摘しています。

●オゾン層の役割は・・・・・?
オゾン層には人間や動植物にとって有害な紫外線を吸収する役割があり、紫外線は

太陽から放出された電磁波の一つであります。紫外線の種類の中には生物に悪影響を

及ぼす有害物質が含まれています。その有害な紫外線をオゾン層が吸収し、地上に届

く量を少なくしているのです。

オゾン層が破壊されると、地上に降り注ぐ紫外線の量が増え、地球上の生物に悪影

響を与える原因にもつながります。特に紫外線が人体に与える影響としては「皮膚ガ

ンや白内障」を発生させ、加えて免疫機能の低下も考えられます。オゾン層破壊の原

因の一つに「フロンガス」が大きく影響しているとのことです。



★☆★横手市総合防災訓練が実施されました 8/27（日）★☆★

●近年、局地的な大雨災害が増えており、水害からの避難と避難所開設の訓練を

十文字西地区交流センターを主会場にて実施されました。

消防団による初期消火や火災予防組合による炊き出し等の他、川辺集落の住民

と、交流センター運営協議会、特別養護老人ホーム花むつみ入居者等が参加し

防災意識の大切さを再確認しました。

●開会の様子。参加者へ高橋市長よりあいさつ ●十文字地域局職員による災害対策本部設置

●消防団による初期消火の様子 ●秋田県消防防災航空隊ヘリ「なまはげ」の見学 ●花むつみからの避難

●市危機対策課による避難所開設の説明 ●避難者に指示を出す近センター長 ●避難者受付の様子

第１部 避難指示発令・消防団と水防団の活動・避難者救助

第２部 避難所開設・炊き出し

●段ボールベッド組み立ての様子 ●避難地区ごとの仕切りテントと段ボールベッド組み立て体験


